
「新しい定時制高校創設プロジェクト」まとめ（案）（平成 27 年３月現在） 

Ⅰ はじめに 

○伏見工業高校と西京高校の夜間定時制では，勤労青年の就学機会を提供する場としての役割が

薄れ，一方で不登校経験がある生徒や特別な支援が必要な生徒など，多様な学びの動機や学習

歴を有する生徒が増加。 

○教育委員会は，伏見工業夜間定時制からの要望や定時制高校の現状・課題を踏まえ，市立定時

制単独高校の創設に向けた基本方針を平成２６年７月に決定。 

○両校の管理職や教職員と教育委員会の職員で構成するプロジェクトを同年１０月に設置，節目

には学識経験者や中学校現場等の参画も得ながら議論を展開。 

Ⅱ 市立定時制高校の現状と課題 

（１）生徒の状況 

・中学校時代に不登校経験のある生徒は入学者のおよそ５～６割程度，発達障害等による特別な

支援を必要とする生徒も在籍者の１～２割程度と様々な背景や困りを持つ生徒が在籍。 

・経済的理由はもとより，生活習慣の確立を図る意味で学校の指導のもとおよそ７～８割程度の

生徒がアルバイトを行い，伏見工業夜間定時制ではほぼ全員が就職，西京定時制ではおよそ４

～６割の生徒が進学もしくは就職。 

（２）学校を取り巻く状況 

・伏見工業夜間定時制は工業の専門学科「工業技術科」，西京定時制は「普通科」を設置し，１学

年あたりそれぞれ 30 名と 50 名を募集。 

・少人数教育によるきめ細かな指導を行うとともに，工業系や情報・商業系の資格取得も促進。 

・西京定時制は専用校舎を有し，伏見工業夜間定時制は工業高校再編・統合に伴って，平成２９

年４月以降に校舎等を単独使用できる状況。 

・両校では教職員の平均年齢は高く，今後は若手教員の配置はもとより，総合育成支援教育の充

実に向けた総合支援学校との人事交流など学校組織の活性化も必要。 

Ⅲ 新設校の基本的な枠組み 

（１）求められる役割 

従来の両校が保障してきたように，不登校を経験したり，発達障害等により特別な支援を必要

とするなど，もう一度学び直したいと思う生徒，小さな集団の中であれば学校生活を送ること

ができる生徒，家庭の経済状況などの理由でアルバイトをしながら勉強をしたい生徒のニーズ

に応えていくことが必要。 

（２）新たな教育ニーズへの対応 

・全国的に公立高校として「引きこもり傾向」にある生徒の教育保障が不十分。 

・ICT 環境を活用した学習支援なども視野に入れた，従来の公立高校にはない新しいタイプの通

信制の併設などについて今後も十分な研究を進めたい。 

・不登校の中学生を対象とした洛風中学校や洛友中学校の生徒の進路保障に向けた連携・接続の

あり方もこの機会に検討する。 

・生徒の意欲を高め，また意識を確立していく教育相談を中学校と新設校間で複数回実施するよ

うなシステムなど，従来の公立高校入学者選抜の制度の枠を越えた新しい選考方法も研究。 



（３）学習保障に向けた少人数教育，きめ細かい指導のあり方 

・現在の両校の実情を踏まえると１５～２０名程度の少人数の講座が理想的。学力差が大きな科

目や実習系科目は１講座１０名以下で展開することが必要となる場面があることも考慮し，新

設校の指導体制の参考とする。 

・ただし，生徒が社会生活を円滑に送れるよう，集団規模を適宜見直していくことが重要。 

・新設校では伏見工業夜間定時制が国の指定で研究している「個別の指導計画」をすべての生徒

に積極的に活用していく。 

・伏見工業夜間定時制に現在配置する総合育成支援教育に関する専門家の継続配置も検討。 

（４）時間帯のあり方 

・中学校現場の声や今春開校する「府立清明高校」へのニーズを見ても，本来的に昼間に学びた

いという生徒たちのニーズは高い。 

・経済的な理由や心理面の不安など，生徒たちがアルバイトと両立しながら夜間定時制へ通学・

卒業していることも考慮し，夜間に学習保障を行うシステムは維持することが必要。 

・昼間や夜間に学ぶ生徒たちの定員規模や実際の授業時間帯は，引き続き両校及び教育委員会で

具体的な研究を継続する。 

（５）修学年限や単位認定等のあり方 

・新設校の昼間定時制は３年制を基本に，ゆっくりと学びを求める生徒は４年制も選択可，夜間

に学ぶ生徒たちは４年制を基本に希望があれば３年での卒業を選択可としたい。 

・また単位認定にあたっては，定時制で学ぶ生徒たちにホームルームを意識させたり，人間関係

を構築して連帯感を持たせるなどの観点から学年制が相応しいが，単位制の活用も研究。 

（６）外部の教育力も視野に入れたキャリア教育のあり方 

・両校の従来の取組を踏まえた場合，新設校においても資格取得やアルバイトについては生徒の

キャリア意識の向上のために取組を継承していくことが必要。 

・新設校においては多様化する生徒たちの卒業後の支援体制も視野に入れて，これまで以上に

様々な関係機関と連携を強化していくことが重要。 

Ⅳ 学校規模や教育施設のあり方 

○新設校の学級規模は，生徒たちの学習保障をしっかり行うための環境を維持するため２０人学

級を標準とすることが理想的。 

○体育祭・文化祭，球技大会の学校行事や部活動など，集団生活の素晴らしさを学べる学校規模

の確保と環境づくりを重視していくことも大切な視点。 

○新設校は，時間的・空間的に必要な時に校舎や施設を自由に使用できる環境が用意されること

を前提に，十分なカウンセリングルームの確保，資格取得の学習のために必要となる教室，さ

らには生徒と教員のオンデマンドシステムを前提とした ICT 環境の整備等が求められるなど，

従来の全日制高校とは異なる視点から教育施設の充実が必要。 

Ｖ むすびに 

この「まとめ」は新設校の骨格であり，今後これを指針として学校現場と教育委員会が一体とな

り，「この学校で学べてよかった」「この学校があってよかった」と実感できる新設校を実現する

ための教育構想のさらなる具体化を図っていく。 

 

 


